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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年11月7日(2019.11.7)

【公開番号】特開2018-117192(P2018-117192A)
【公開日】平成30年7月26日(2018.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-028
【出願番号】特願2017-5427(P2017-5427)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｍ   3/02     (2006.01)
   Ｇ１０Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０３Ｍ   1/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｍ    3/02     　　　　
   Ｇ１０Ｈ    1/00     　　　Ｚ
   Ｈ０３Ｍ    1/08     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月17日(2019.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された入力信号と、前記入力信号に基づいて生成された第１帰還信号との差を積分
し、積分結果を出力する積分処理と、
　前記積分処理により出力された前記積分結果を量子化することにより、第１量子化信号
を出力する第１量子化処理と、
　前記積分処理により出力された前記積分結果を量子化することにより、補正値信号を出
力する第２量子化処理と、
　前記第１量子化信号に、前記補正値信号を遅延させた補正値遅延信号を加算処理するこ
とにより、前記第１帰還信号を出力する第１帰還信号出力処理と、
　前記第１量子化信号に基づいて、或るクロック周期の中心に対して非対称なパルス幅の
信号を含む出力信号を出力する出力処理と、
　を実行する処理部を備えている、情報処理装置。
【請求項２】
　前記補正値信号は、前記出力処理が出力する前記パルス幅のパルス幅中心と、前記或る
クロック周期のクロック周期中心との差を補正する補正値を示す信号である、請求項１に
記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記第１帰還信号は、前記加算処理により出力された補正値加算信号を遅延させている
、請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　入力された入力信号と、前記入力信号に基づいて生成された第１帰還信号及び第２帰還
信号との差を積分し、積分結果を出力する積分処理と、
　前記積分処理により出力された前記積分結果を量子化することにより、第１量子化信号
を出力する第１量子化処理と、
　前記積分処理により出力された前記積分結果を量子化することにより、補正値信号を出
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力する第２量子化処理と、
　前記第１量子化信号に基づいて、或るクロック周期の中心に対して非対称なパルス幅の
信号を含む出力信号を出力する出力処理と、
　を実行する処理部を備え、
　前記第１帰還信号は、前記第１量子化信号を遅延させ、
　前記第２帰還信号は、前記補正値信号を遅延させている、情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の情報処理装置と、
　前記情報処理装置からの出力に基づいて、デジタル－アナログ変換した楽音を発音する
発音部と、
　を備えた電子楽器。
【請求項６】
　入力された入力信号と、前記入力信号に基づいて生成された第１帰還信号との差を積分
し、積分結果を出力する積分処理と、
　前記積分処理により出力された前記積分結果を量子化することにより、第１量子化信号
を出力する第１量子化処理と、
　前記積分処理により出力された前記積分結果を量子化することにより、補正値信号を出
力する第２量子化処理と、
　前記第１量子化信号に、前記補正値信号を遅延させた補正値遅延信号を加算処理するこ
とにより、前記第１帰還信号を出力する第１帰還信号出力処理と、
　前記第１量子化信号に基づいて、或るクロック周期の中心に対して非対称なパルス幅の
信号を含む出力信号を出力する出力処理と、
　を実行する情報処理方法。
【請求項７】
　入力された入力信号と、前記入力信号に基づいて生成された第１帰還信号との差を積分
し、積分結果を出力する積分処理のステップと、
　前記積分処理のステップにより出力された前記積分結果を量子化することにより、第１
量子化信号を出力する第１量子化処理のステップと、
　前記積分処理により出力された前記積分結果を量子化することにより、補正値信号を出
力する第２量子化処理のステップと、
　前記第１量子化信号に、前記補正値信号を遅延させた補正値遅延信号を加算処理するこ
とにより、前記第１帰還信号を出力する第１帰還信号出力処理のステップと、
　前記第１量子化信号に基づいて、或るクロック周期の中心に対して非対称なパルス幅の
信号を含む出力信号を出力する出力処理のステップと、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　態様の一例の情報処理装置は、入力された入力信号と、前記入力信号に基づいて生成さ
れた第１帰還信号との差を積分し、積分結果を出力する積分処理と、前記積分処理により
出力された前記積分結果を量子化する第１量子化処理と、前記積分処理により出力された
前記積分結果を量子化することにより、補正値信号を出力する第２量子化処理と、前記第
１量子化処理により量子化された第１量子化信号に、前記補正値信号を遅延させた補正値
遅延信号を加算処理することにより、前記第１帰還信号を出力する第１帰還信号出力処理
と、前記第１量子化処理により量子化された第１量子化信号に基づいて、或るクロック周
期の中心に対して非対称なパルス幅の信号を含む出力信号を出力する出力処理と、を実行
する処理部を備えている。
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